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を
行
う
も
の
も
あ
る
が
、
資
材
の

値
上
が
り
で
予
算
を
見
直
す
必
要

が
あ
る
か
。

答
　
弁　

今
後
予
算
で
出
す
部

分
は
、
新
単
価
で
計
上
す
る
こ
と

に
な
る
。
本
工
事
に
つ
い
て
も
、

4
月
に
単
価
改
正
が
あ
る
の
で
、

業
者
か
ら
請
求
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

質
　
疑　

ス
ラ
イ
ド
額
の
財
源

は
、
す
べ
て
合
併
特
例
債
か
。

答
　
弁　

す
べ
て
合
併
特
例
債

で
考
え
て
い
る
。

質
　
疑　

農
地
シ
ス
テ
ム
台
帳

は
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
内
容

か
。
農
家
へ
の
影
響
は
。

答
　
弁　

平
成
26
年
4
月
に
法

改
正
が
あ
り
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
、
農
地
の
集
約
、
担
い
手
農
家

の
情
報
な
ど
、
権
利
の
設
定
や
移

転
に
つ
い
て
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

う
。

り
の
た
め
に
、
各
自
治
体
は
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
最
善
を
尽
く
し

て
い
る
が
、
財
政
力
の
差
に
よ
っ

て
自
治
体
間
格
差
が
生
じ
て
い
る

の
も
現
実
だ
。
同
じ
日
本
に
生
ま

れ
、
平
等
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
現
状
は
非
常
に
理
不
尽
で
あ

り
、
国
と
し
て
早
急
に
格
差
是
正

策
に
取
り
組
み
、
制
度
化
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

意
見
書

　

今
議
会
で
採
択
さ
れ
た
意
見
書

は
次
の
通
り
で
す
。

■
国
へ
の
意
見
書

「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
に

関
す
る
意
見
書
」

「
戦
没
者
御
遺
骨
帰
還
に
関
す

る
法
律
制
定
に
賛
成
す
る
意
見

書
」

■
県
へ
の
意
見
書

「
愛
知
県
看
護
職
員
15
万
人
体

質
　
疑　

3
歳
未
満
児
の
増
加

に
よ
り
民
間
保
育
所
運
営
費
が
増

額
に
な
っ
た
が
、
ど
れ
ほ
ど
増
加

し
た
の
か
。

答
　
弁　

昨
年
12
月
ま
で
と
比

べ
、
154
人
増
加
し
て
い
る
。

質
　
疑　

文
化
財
費
の
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
の
連
絡
協
議
会
の
負
担

金
で
、
登
録
に
向
け
、
今
後
ど
の

よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

答
　
弁　

ま
ず
ポ
ス
タ
ー
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
５
市
１
町
の
共

同
で
作
成
す
る
。
今
後
は
、
研
修

会
等
も
開
催
し
、
ユ
ネ
ス
コ
登
録

へ
の
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
。
協
議
会
で
、
事
業
を
通

じ
て
連
携
・
協
力
を
確
認
し
合
い

な
が
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
係
る
祭
り
文
化
の
Ｐ
Ｒ
を
進

め
た
い
。

主
な
請
願

■
「
子
供
の
医
療
費
の
無
料

化
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願
書
」

不
採
択

賛
成
討
論

　

今
回
の
署
名
数
は
、
9
千
298
人

と
愛
西
市
の
人
口
６
万
5
千
280
人

の
14.2
％
に
当
た
る
。
会
の
目
標
の

倍
近
い
賛
同
が
あ
り
、
中
学
生
卒

業
ま
で
完
全
無
料
化
拡
大
す
る
と

い
う
要
望
が
非
常
に
高
い
と
い
う

こ
と
だ
。
群
馬
県
知
事
の
議
会
答

弁
の
よ
う
に
、
子
ど
も
に
対
す
る

未
来
へ
の
投
資
と
い
う
立
場
で
、

市
政
の
運
営
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。反

対
討
論

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
安

心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

制
な
ど
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
」

■
国
・
県
へ
の
意
見
書

「
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を

求
め
る
意
見
書
」

推
　
薦

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
馬ま

渕ぶ
ち

　
秀ひ

で

子こ

　
氏（
小
茂
井
町
）

　
　
　
　
を
適
任
と
し
ま
し
た
。


